NEW STREAM English Communication Ⅲ

	科目：コミュニケーション英語Ⅲ　　単位：4　　学年：3年
使用教科書：（177増進堂　　コⅢ 319）　NEW STREAM English Communication Ⅲ 

副教材等：同教科書ワークブック　


【学習の到達目標】
英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度が育成でき，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする能力をさらに伸ばし，社会生活において活用できるようにする。
この目標を達成するために，次のような言語活動を行う。

ア　事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。

イ　説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読したりするなど目的に応じた読み方をする。また，聞き手に伝わるように音読や暗唱を行う。
ウ　聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについて，話し合うなどして結論をまとめる。
エ　聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについて，まとまりのある文章を書く。
【評価の観点】
●関心・意欲・態度
英文読解のポイントを確実に習得して，そのスキルをあらゆる英文で活かし，様々なジャンルの英文を正確に理解しようとする。また，その内容をもとに言語活動を積極的に行い，コミュニケーションを図ろうとする。
●表現の能力
英文の内容について，情報や考えなど，伝えたいことを英語で話したり書いたりして表現する。
●理解の能力
英文の内容について，時系列や前後関係，筆者の主張などを聞いたり読んだりして，理解することができる。
●知識・理解
様々なジャンルの英文を通して，言語やその運用についての知識を身につけるとともに，その背景にある文化などを理解している。
【評価の方法】
次の観点から総合的に評価する。
●日常の授業態度
●発問に対する回答の評価
●課題等の提出状況
●評価問題・定期考査
１１２時限　１年間履修
	月
	章
	授業時数
	授業進行案
	指導のポイント
（評価のポイント）
	言語材料のポイント
	音声・語いのポイント

	4
	Skill 1
	2
	①Skill解説 (p.6)
②本文 (p.7)
	・英文の意味をフレーズごとのまとまりでつかませる。
・適切な位置にスラッシュを入れさせる。
	①no longer ～
②as if
	・文節に応じた文の区切り方を把握させる。

	
	Skill 2
	2
	①Skill解説 (p.8)
②本文 (p.9)
	・代名詞が指す内容を読み取らせる。

・語句や文，そしてまとまった文の言い換えがされている点を意識して読ませる。
	①offer to do
②encourage ～ to do
	・文の展開に応じて語句などの表現が変わって行くことを確認させる。

	
	Skill 3
	2
	①Skill解説 (p.10)
②本文 (p.11)
	・文の展開を予測しながら読ませる。

・未知語を推測しながら読ませる。

・本文に表れていない行間を読み取らせる。
	①associate with ～
②as you know
	・同格表現や接頭辞，接尾辞などから未知語の意味を推測させる。

	
	Skill 4
	2
	①Skill解説 (p.12)
②本文 (p.13)
	・パラグラフ構成を意識して読ませる。

・トピック・センテンスがどこにあるのかを把握させる。
	①withoutを用いた仮定法
②as well as
	・主題となる語を探させる。

	5
	Skill 5
	2
	①Skill解説 (p.14)
②本文 (p.15)
	・時間・順序のディスコースマーカーを把握させる。
	①first / next / then ...
②both ～ and ...
	・内容の時系列が分かる語を確認させる。

	
	Skill 6
	2
	①Skill解説 (p.16)
②本文 (p.17)
	・例示・列挙・新情報の追加のディスコースマーカーと，その後に続く内容を把握させる。
	①to begin with / secondly / thirdly
②for example
③moreover
	・例示・列挙・新情報の追加のディスコースマーカーにどのような語があるのかを確認させる。

	
	Skill 7
	2
	①Skill解説 (p.18)
②本文 (p.19)
	・逆接・対比のディスコースマーカーと，その後に続く内容を把握させる。
	①on the other hand
②while
	・逆接・対比のディスコースマーカーにどのような語があるのかを確認させる。

	
	Skill 8
	2
	①Skill解説 (p.20)
②本文 (p.21)
	・原因・理由・結果のディスコースマーカーと，その後に続く内容を把握させる。
	①therefore

②since

③that(this) is why
	・原因・理由と結果のディスコースマーカーにどのような語があるのかを確認させる。

	
	Skill 9
	2
	①Skill解説 (p.22)
②本文 (p.23)
	・言い換え・要約・結論のディスコースマーカーと，その後に続く内容を把握させる。
	①in short
②that is
③after all
	・言い換え・要約・結論のディスコースマーカーにどのような語があるのかを確認させる。

	
	Skill 10
	2
	①Skill解説 (p.24)
②本文 (p.25)
	・スキミングとスキャニングのスキルを身につけさせる。
	①lead to ～
②instead of ～
	・スキミングやスキャニングの際にキーワードとなる語句を探させる。

	6
	Chapter 1
	7
	①本文 (pp.28, 30)

②Comprehension (pp.29, 31)
③Review (pp.32-33)
	・二人の革新者が持つ共通点を把握させる。
	①according to ～
②as to ～
③keep doing
	・二人に共通する語を確認させる。

	
	Chapter 2
	7
	①本文 (pp.34, 36)

②Comprehension (pp.35, 37)
③Review (pp.38-39)
	・ウルルがエアーズロックと呼ばれるようになった理由を把握させる。
・現地のアナング族が観光客に対してどのように思っているのかを理解させる。
	①as a result
②depend on ～
③It is ～ to do
	・アナング族の思いが分かる単語を把握させる。

	7
	Chapter 3
	9
	①本文 (pp.40, 42, 44)

②Comprehension (pp.41, 43, 45)
③Review (pp.46-47)
	・コミュニティデザインの仕組みについて把握させる。

・家島が活力を取り戻すまでに，山崎氏を中心としてどのような取り組みが行われたのかを理解させる。
	①used to do
②contribute to ～
③a clue to do
	・島民とプロジェクトメンバーが，それぞれ家島のどこを面白いと思ったのかが分かる単語を把握させる。

	
	Vocabulary

Building 1
	1
	①Vocabulary Building 1

(pp.48-49)
	・接頭辞の意味を把握させ，語幹と合わさったときの意味を想像させる。
	①re-

②pro-
③ex-

④con-
	・単語の構成を理解させる。

	9
	Chapter 4
	7
	①本文 (pp.50, 52)

②Comprehension (pp.51, 53)
③Review (pp.54-55)
	・紫式部は『源氏物語』を通して何を言いたかったのかを把握させる。
・平安時代の人々が，どのような考えを持って生きていたのかを理解させる。
	①in order to do
②with ～ + 形容詞
③long to do
	・人々の考え方や思惑が分かる単語を読み取らせる。

	
	Chapter 5
	7
	①本文 (pp.56, 58)

②Comprehension (pp.57, 59)
③Review (pp.60-61)
	・マイクロファイナンスがどのようなものか，その仕組みを理解させる。

・マイクロファイナンスを活用した事例を理解させる。
	①enable ～ to do
②so that S + 助動詞 + do
③have ～ do
	・経済に関する単語を理解させる。

	10
	Chapter 6
	9
	①本文 (pp.62, 64, 66)

②Comprehension (pp.63, 65, 67)
③Review (pp.68-69)
	・空気を動力とする車がどのようなものかを理解させる。

・空気自動車がなぜ注目を集めているのかを把握させる。
	①道具のwith
②refer to ～ as ...
③nothing but ～
	・空気自動車の性能や機能が分かる単語を理解させる。

	
	Vocabulary

Building 2
	1
	①Vocabulary Building 2
(pp.70-71)
	・接頭辞の意味を把握させ，語幹と合わさったときの意味を想像させる。
	①stru-

②spec-
③en-

④vis-
	・単語の構成を理解させる。

	11
	Chapter 7
	7
	①本文 (pp.72, 74)

②Comprehension (pp.73, 75)
③Review (pp.76-77)
	・大人と子どもの言語習得能力について，一般的に言われていることを把握させる。
・実験の結果を通して分かったことを理解させる。
	①It is ～ that ...
②seem to do
③the same ～ as ...
	・実験の結果が分かる数値や表現に注目させる。

	
	Chapter 8
	9
	①本文 (pp.78, 80, 82)

②Comprehension (pp.79, 81, 83)
③Review (pp.84-85)
	・粘土団子の構造とその働きを理解させる。
・粘土団子が実際に使われた事例を通して筆者はどのように考えているのかを把握させる。
	①keep ～ from doing
②関係副詞where
③may have done
	・粘土団子の効能がわかる表現に注目させる。
・緑化事業に関する表現に注目させる。

	12
	Chapter 9
	9
	①本文 (pp.86, 88, 90)

②Comprehension (pp.87, 89, 91)
③Review (pp.92-93)
	・キャンドル・プロブレムとはどのようなものかを理解させる。
・キャンドル・プロブレムを用いた実験の内容と，その結果や結論を把握させる。
	①～not ... either
②it takes + ～ + 時間 + to do
③end up doing
	・創造力と関連する語や，実験の結果が端的に分かる表現に注目させる。

	1
	Vocabulary

Building 3
	1
	①Vocabulary Building 3
(pp.94-95)
	・接頭辞・接尾辞の意味を把握させ，語幹と合わさったときの意味を想像させる。
	①-duc

②-port

③de-
④im(n)- / un-
	・単語の構成を理解させる。

	
	Chapter 10
	11
	①本文 (pp.96, 98, 100, 102)

②Comprehension (pp.97, 99, 101, 103)
③Review (pp.104-105)
	・西山夫人の言葉が誤解されてしまった理由を理解させる。

・欧米人とアジア人との間にある考え方の相違について把握させる。
	①hear ～ + doing

②wonder if ～
③If S’ had done, S + 助動詞の過去形 + have done
	・欧米人とアジア人の考え方の対比が分かる表現を理解させる。

	2
	Supplementary

Reading
	4
	①本文 (pp.106-113)

②Comprehension (pp.114, 115)
	・杉原千畝がリトアニアで行ったことについて理解させる。
・杉原はどのような人生を歩んだのかを把握させる。
	①sympathize with ～
②to tell the truth
③dare to do
	・杉原の思いが分かる表現を理解させる。

	
	Hot Topics
	3
	①分野別Hot Topics（pp.130-135）

②英文読解に役立つディスコースマーカー（p.136）
	・入試で頻出する英文のトピックについての理解を深め，よく使われる表現を理解させる。
・ディスコースマーカーを復習し，もう一度英文を読む上でカギとなる表現についておさらいをさせる。
	①language acquisition
②globalization

③deforestation（他）
	・入試で頻出する語彙を確認させる。
・代表的なディスコースマーカーの語句を復習させる。

	　
	時数計
	112
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